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広報「とよかわ」2月1日号は、
2月中旬から下旬の催しものなどを
お知らせしています。

表
紙
写
真
紹
介

◦
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
健
次
さ
ん
（
蔵
子
）

　豊川稲荷の霊弧塚で見つけた風景で
す。なんだか２匹のキツネが微笑んで
いるように見え、思わずシャッターを
切りました。かわいかったなあ。

毎日 10 回、市のイベント情報や制度などを中心に放送してい
ます。詳しい放送時間については、CCNｅｔの番組表、または
ホームページをご覧ください。

毎週金曜日午後0時15分から25分まで（再放送：午後７時00分
から10分まで）、市のイベント情報やお知らせなどを紹介して
います。
※番組内容は変更する場合があります。

２月後半の番組
21日 移入種から地域の生態系を守りましょう他
28日 中央図書館・ジオスペース館からのお知らせ

１ 土 梅まつり（3日2日まで赤塚山公園）
２ 日
３ 月
４ 火
５ 水
６ 木 田祭り（18:00〜菟足神社）
７ 金 火舞祭（18:00〜砥鹿神社）
８ 土
９ 日
10 月

11 火
国府市（9:00〜国府町旧東海道周辺）
観光ルートウォーキング（9:30〜市内各所）

建国記念の日
12 水

13 木
豊川子ども美術展（16日まで一宮生涯学習会館）
キュパティーノ市・無錫市新区子ども作品展（16日
まで一宮生涯学習会館）

14 金
15 土
16 日
17 月
18 火
19 水 豊川市民展（3日16日まで文化会館）
20 木
21 金
22 土
23 日
24 月
25 火
26 水
27 木
28 金

2月 市民カレンダー ［２月１日〜28日］

撮影場所：豊川稲荷

火災と救急	 （12月）
火災 14件
救急 622件

豊川市消防署管内の発生件数
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人口と世帯	 （1月1日現在）
総数 181,285人（－72人）
男 90,047人（－46人）
女 91,238人（－26人）
世帯 66,148世帯（－17世帯）

（　）内は前月比

犯罪発生状況［窃盗］	 （12月）
総数 72件（1,233件）
住宅侵入 3件 （132件）
自動車関係 22件 （258件）
自転車･オートバイ 15件 （382件）
その他 32件 （461件）
市内の発生件数。（　）内は1月からの累計。豊川警察署調べ



【特集】正しい申告と納税を

が始まります申		告
 申告が始まります

申告の種類 申告期間 相談会場

所得税 ２/17～３/17

豊橋税務署
（9：00～17：00）
※会場周辺は大変混雑します
ので、公共交通機関のご利用
をお願いします

市・県民税 ２/12～３/17 文化会館はじめ市内各会場

◎土・日曜日を除く。ただし、豊橋税務署では２月
23日、３月２日の日曜日は受け付けます。
◎市・県民税の各会場日程は６ページをご覧ください。

広小路通

駅前大通

豊橋市
中消防署

豊橋郵便局
本局

至豊川

至田原

　所得税、市・県民税の申告時期になりました。申告
期間と会場は、下表のとおりです。
　また、豊橋税務署では「時間外収受ポスト」が設置
されていますので、休日や時間外でも投函により提出
することができます。
　国税については豊橋税務署（0532 － 52 － 6201）、市・
県民税については市民税課（89 － 2129）へ、お問い合
わせください。
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得
が
二
十
万
円
を
超
え
た
方

　

平
成
二
十
五
年
分
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多

く
な
る
方

　

譲
渡
所
得
と
そ
の
他
の
所
得
の
合
計

額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
く

な
る
方

　

平
成
二
十
五
年
分
の
所
得
税
よ
り
、

復
興
特
別
所
得
税
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
必
要
な
財

源
確
保
の
た
め
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

基
準
所
得
税
額
に
二
・
一
㌫
の
税
率
を

乗
じ
た
も
の
を
所
得
税
と
併
せ
て
納
税

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
年
末

調
整
を
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
際
に
復
興

特
別
所
得
税
も
併
せ
て
精
算
し
ま
す
の

で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

は
、
収
入
の
種
類
な
ど
に
よ
り
分
け
ら

れ
、
次
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自
分
で
書
い

て
、
申
告
期
間
内
に
お
早
め
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

❶
平
成
二
十
五
年
中
の
給
与
収
入
が
、

　

二
千
万
円
を
超
え
た
方

❷
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

　

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給

　

与
の
収
入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金

　

額
（
給
与
所
得
、退
職
所
得
を
除
く
）

　

と
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
た
方

❸
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の

　

所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
た
方

❶
平
成
二
十
五
年
中
の
公
的
年
金
の
収

　

入
額
が
四
百
万
円
を
超
え
た
方

❷
❶
に
は
該
当
し
な
い
が
、
そ
の
他
所

主
な
収
入
が
年
金
の
方

土
地
・
建
物
な
ど
を
売
却
し
た
方

個
人
の
事
業
経
営
者

主
な
収
入
が
給
与
の
方

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
は

お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
方

 

　

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
方
で
も
、

給
与
や
年
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
う
ち
、
納
め
過
ぎ
に
な
っ

た
税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
主

な
事
例
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
還
付
金
は
口
座
振
込
と
な
り

ま
す
の
で
、
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯

金
通
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

❶
平
成
二
十
五
年
中
に
退
職
し
、
再
就

　

職
し
て
い
な
い
場
合

❷
平
成
二
十
五
年
中
に
多
額
の
医
療
費

　

を
支
払
っ
た
場
合

❸
災
害
や
盗
難
の
被
害
を
受
け
た
場
合

❹
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
家

　

を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
し
た
場
合

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
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さ
ま
ざ
ま
な
税
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
年
金
受
給
者
お
よ
び
住
宅
取
得
者

へ
の
確
定
申
告
相
談
会

期
間　

二
月
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

会
場　

豊
橋
税
務
署

対
象　

①
年
金
受
給
者
で
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
方
②
給
与
所
得
者

で
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借
り
入

れ
を
し
て
家
を
新
築
・
購
入
・
増
改

築
し
た
方

そ
の
他　

給
与
所
得
者
で
、
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
の

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
事
前
に
添
付
書
類
を
そ
ろ
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
国
税
に
関
す
る
電
話
相
談

日
時　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で電
話
番
号　

豊
橋
税
務
署

（〈
０
５
３
２
〉
52
局
６
２
０
１
番
）。

な
お
、
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て

お
り
ま
す

税
の
相
談
は
お
気
軽
に

復
興
特
別
所
得
税
が

適
用
さ
れ
ま
す

お問合せ先
豊橋税務署

（0532）52－6201

還付も同じ申告書でできます



申告が始まります
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
告
・
納
税

■
二
月
二
十
三
日
、
三
月
二
日
の
日

曜
日
も
相
談
で
き
ま
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
国
税

の
申
告
は
、
二
月
二
十
三
日
、
三
月

二
日
の
日
曜
日
も
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
豊
橋
税
務
署
で
相

談
・
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

期
間　

二
月
十
七
日
か
ら
三
月
四
日

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分

ま
で

会
場　

文
化
会
館
大
会
議
室

そ
の
他　

土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど

の
譲
渡
所
得
、
山
林
所
得
、
申
告
分

離
選
択
の
配
当
所
得
を
確
定
申
告
さ

れ
る
方
、
贈
与
税
、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
、

税
務
署
へ
の
来
署
案
内
を
受
け
た
方

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

混
雑
の
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
け
付

け
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

国
税
庁
で
は
、
確
定
申
告
書
な
ど

を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
や
納

税
が
で
き
る
「e-T

ax

」
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
、確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
印
刷
し
、

添
付
書
類
を
同
封
の
上
、
豊
橋
税
務

署
（
〒
440
―
８
５
０
４
豊
橋
市
大
国

町
一
一
一
）
へ
、
郵
送
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

e-T
ax

を
利
用
し
て
申
告
や
納
税

を
行
う
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
と
電
子
証
明
書
の
取
得
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。e-T

ax
に
つ
い
て
はe-T

ax

ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
（
０
５
７
０
―
０
１
５
９
０
１
）、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
電
子
証

明
書
に
つ
い
て
は
市
民
課
（
89
局

２
１
３
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

e-Tax

を
利
用
す
る
に
は

確
定
申
告
書
を
自
宅
で
作
成

　

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

❶
印
鑑

❷
申
告
書
（
豊
橋
税
務
署
、
市
民
税
課

　
（
北
庁
舎
一
階
）、
一
宮
総
合
支
所
、

　

音
羽
・
御
津
・
小
坂
井
支
所
、
プ
リ

　

オ
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
プ
リ
オ
ビ
ル
五

　

階
）
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
）

❸
給
与
所
得
者
ま
た
は
公
的
年
金
等
受

　

給
者
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

　

者
の
証
明
書
（
コ
ピ
ー
は
不
可
）

❹
事
業
所
得
が
あ
る
方
お
よ
び
譲
渡
所

　

得
が
あ
っ
た
方
は
、
収
入
お
よ
び
必

　

要
経
費
の
額
が
分
か
る
も
の

❺
各
種
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ
の
確

　

認
が
で
き
る
も
の
（
証
明
書
・
領
収

　

書
な
ど
）

　

確
定
申
告
は
申
告
期
間
で
あ
る
二
月

十
七
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で
に
豊
橋

税
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
給
与
所
得
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑

所
得
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
申
告
は
、

市
･
県
民
税
申
告
会
場
で
も
相
談
・
受

け
付
け
で
き
ま
す
。
完
成
し
た
申
告
書

だ
け
市
民
税
課
（
北
庁
舎
一
階
）
で
も

受
け
付
け
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
申
告
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
豊
橋
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

❶
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
な
ど
）、　

　

不
動
産
所
得
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

　

方
❷
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ

　

ー
ン
控
除
）
の
確
定
申
告
を
初
め
て

　

さ
れ
る
方

❸
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

　

得
、
山
林
所
得
、
申
告
分
離
選
択
の

　

配
当
所
得
を
確
定
申
告
さ
れ
る
方

❹
株
式
の
譲
渡
損
失
に
伴
う
繰
越
申
告

　

を
さ
れ
る
方

❺
過
年
分
の
確
定
申
告
、準
確
定
申
告
、

　

贈
与
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

　

税
の
申
告
を
さ
れ
る
方

❻
雑
損
控
除
（
災
害
、
盗
難
な
ど
の
控

　

除
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

確
定
申
告
書
の
提
出
先

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の



　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
平
成
二
十
五
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
る
給
与
所
得

　

以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
以
下
の
方

❷
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与

　

収
入
が
あ
る
方
で
、
年
末
調
整
が
さ

　

れ
て
い
な
い
方
（
確
定
申
告
を
す
る

　

方
を
除
く
）

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

で
、
各
種
控
除
を
受
け
る
方

　

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
現
在
、
豊

川
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
親
族
の
税

市
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

金
上
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
方
（
各

種
申
請
な
ど
に
必
要
と
な
る
証
明
書
の

発
行
に
は
申
告
が
必
要
で
す
）

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
、
所
得
が
な
い
方
・
減
少
し
た
方
・

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て

い
る
方
な
ど
は
、
所
得
金
額
が
一
定
基

準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
軽
減
や
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得

の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

　

市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
申
告

に
あ
た
っ
て
は「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
、
三
月
十
七

日
（
月
）
ま
で
に
申
告
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
日
・
会
場
・
対
象　

左
ペ
ー
ジ

個
人
の
事
業
経
営
者
や

土
地
・
建
物
な
ど
を
売
却
し
た
方

主
な
収
入
が
給
与
の
方

主
な
収
入
が
年
金
の
方

市
・
県
民
税
の
受
け
付
け

市
・
県
民
税
の
申
告
は

市
内
の
各
申
告
会
場
へ

　

次
の
よ
う
な
控
除
が
あ
り
ま
す
。

■
お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除

　

お
む
つ
代
の
領
収
書
に
、
医
師
や

市
が
発
行
す
る
証
明
書
を
添
付
す
る

と
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

医
師
発
行
の
証
明
書
が
必
要
な
方

　

傷
病
な
ど
に
よ
り
お
お
む
ね
六
カ

月
以
上
寝
た
き
り
で
、
医
師
か
ら
お

む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た

方市
発
行
の
証
明
書
で
申
告
で
き
る
方

　

お
む
つ
費
用
の
申
告
が
二
年
目
以

降
で
、要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方

■
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
特
別
控
除

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
方
（
平
成
十
九
・
二
十
年

の
入
居
者
は
除
く
）
で
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
差
額
分
を
市
・
県
民

税
の
所
得
割
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
所
か
ら
提
出
さ
れ
る

「
給
与
支
払
報
告
書
」
や
「
確
定
申

告
書
」
に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
可
能
額
」
な
ど
の
記
入
が
あ
れ
ば

控
除
額
を
把
握
で
き
る
た
め
、
申
告

は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
記
載

が
な
い
場
合
は
控
除
の
適
用
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

2014. ２. １ー 5

の
と
お
り

受
付
時
間　

午
前
の
部
＝
九
時
か
ら
正

午
ま
で
▽
午
後
の
部
＝
一
時
か
ら
四
時

ま
で

そ
の
他　

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
二
月
上
旬
ま
で

に
申
告
書
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
な

お
、
市
・
県
民
税
の
申
告
書
の
提
出

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
の

で
、
豊
川
市
役
所
市
民
税
課
（
〒
442
―

８
６
０
１
諏
訪
一
の
一
）
へ
、
お
送
り

く
だ
さ
い

収
入
が
な
か
っ
た
方
と

非
課
税
所
得
だ
け
が
あ
っ
た
方

お問合せ先
市民税課
89－2129

控
除
の
確
認
、
お
忘
れ
な
く



申告が始まります

市・県民税の申告受付期日と会場

　市・県民税の申告会場では、事業所得（営業、農業など )、不動産所得、土地・建物・株式などの
譲渡所得、山林所得、申告分離選択の配当所得の確定申告をされる方、住宅借入金等特別控除（住
宅ローン控除）の確定申告を初めてされる方、株式の譲渡損失に伴う繰越申請をされる方、過年分
の確定申告、準確定申告、贈与税、消費税および地方消費税の申告の申込をされる方、雑損控除（災
害、盗難などの控除）を受けようとする方の受け付けはできません。豊橋税務署をご利用ください。

ご注意ください！

6 ー広報とよかわ

◎受付時間は午前の部が９時から正午まで、午後の部が１時から４時までです。
◎文化会館の２月 17日〜 21 日の申告受け付けは大変混雑することが予想されます。
◎会場の混雑具合により、申告をお受けできない場合があります。
◎指定された会場で申告できない場合は、文化会館または、都合の良い会場へお出掛けください。

保険料種別 担	当	部	署 電話番号
国民健康保険料 保険年金課 89－2118
後期高齢者医療保険料 保険年金課 89－2164
介護保険料 介護高齢課 89－2173
国民年金保険料 豊川年金事務所 89－4046

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
郵
送
さ
れ

る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

下
表

の
と
お
り

■
要
介
護
者
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
障
害
者
控
除

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
、
市
が
発
行
す
る
認
定

書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
六
十
五
歳
以

上
で
、
障
害
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活

に
お
け
る
自
立
度
が
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方

問
合
せ
先　

介
護
高
齢
課
（
89
局

２
２
８
６
番
）

■
社
会
保
険
料
控
除

　

平
成
二
十
五
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
支
払
っ
た
額

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

や
「
年
間
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」

期　日 会　場 対　象 期　日 会　場 対　象
２月17日から
３月17日まで
（土・日曜日を除く）

文化会館大会議室
市内全域（ただし、３月11
日・12日は指定校区だけ受
付）

３月 ４日（火）市役所本31会議室
中部小学校区、牛久保小学
校区

２月12日（水）御津生涯学習会館 御津北部小学校区 ３月 ５日（水）小坂井生涯学習会館
伊奈町（南山新田、佐脇原以
外）

２月13日（木）御津生涯学習会館
御津南部小学校区（西方、泙
野、大草、赤根）

３月 ６日（木）小坂井生涯学習会館
小坂井町、篠束町、宿町、平
井町

２月14日（金）御津生涯学習会館
御津南部小学校区（上佐脇、
下佐脇、新田、御馬）

３月 ７日（金）小坂井生涯学習会館
伊奈町南山新田・佐脇原、美
園

２月20日（木）ふれあいセンター
平尾小学校区、三蔵子小学
校区

３月 10日（月）
農業者トレーニング
センター

一宮南部小学校区、豊小学
校区、東部小学校区

２月21日（金）ふれあいセンター
八南小学校区、千両小学校
区

３月 11日（火）
農業者トレーニング
センター

一宮東部小学校区

２月25日（火）音羽文化ホール 萩小学校区、御油小学校区 ３月 11日（火）文化会館大会議室 桜町小学校区

２月26日（水）音羽文化ホール
赤坂小学校区、長沢小学校
区

３月12日（水）
農業者トレーニング
センター

一宮西部小学校区

２月27日（木）市役所本31会議室 豊小学校区、豊川小学校区 ３月12日（水）文化会館大会議室 代田小学校区

２月28日（金）市役所本31会議室
三蔵子小学校区、金屋小学
校区

３月13日（木）
西部地域福祉
センター

御油小学校区

３月３日（月）市役所本31会議室
東部小学校区、桜木小学校
区、天王小学校区

３月14日（金）
西部地域福祉
センター

国府小学校区



Camera Report カメラ・リポート C
am

era  　

R
eport

カ
メ
ラ
・
リ
ポ
ー
ト

街
まち
町

　

小
坂
井
文
化
会
館
で
「
山
形
由
美
フ

ル
ー
ト
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
中
盤
、
地
元
の
ハ
ン

ド
ベ
ル
教
室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
保
護
者
が
特
別
参
加
し
、「
赤
鼻
の

ト
ナ
カ
イ
」「
き
よ
し
こ
の
夜
」
の
二

曲
を
山
形
さ
ん
と
一
緒
に
演
奏
し
ま
し

た
。
山
形
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
観
客
も

一
緒
に
歌
を
口
ず
さ
む
な
ど
、
ク
リ
ス

マ
ス
シ
ー
ズ
ン
ら
し
い
心
温
ま
る
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ご
せ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
速
力
で
逃
げ
回
っ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
は
、
捕
ま
っ
て
、
顔
や
髪
に
紅
ガ

ラ
を
塗
り
つ
け
ら
れ
る
と
、
赤
く
な
っ

た
顔
を
互
い
に
見
せ
合
い
な
が
ら
笑
い

転
げ
て
い
ま
し
た
。

　

御
津
町
の
長
松
寺
で
、
白び

ゃ
っ
こ狐

や
天て

ん

狗ぐ

に
ふ
ん
し
た
若
者
た
ち
が
子
ど
も
を
追

い
回
し
、
捕
ま
え
て
は
紅
ガ
ラ
を
身
体

に
塗
り
つ
け
る
奇
祭
「
ど
ん
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
紅
ガ
ラ
を
塗
り
つ
け
ら

れ
た
子
は
、
一
年
間
を
無
病
息
災
で
過

7日 15日

無
病
息
災
を
願
っ
て
、逃
げ
回
る
子
ど
も
た
ち
に

紅
ガ
ラ
を
塗
り
つ
け
る
奇
祭「
ど
ん
き
」

 8日

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と

心
温
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト

   
豊
川
海
軍
工
廠
跡
地
の

   

見
学
会
を
開
催

　

平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
は
、
悲
惨

な
歴
史
に
触
れ
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
、
豊
川
海
軍

工
廠
跡
地
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

跡
地
の
あ
る
名
古
屋
大
学
太
陽
地
球

環
境
研
究
所
の
敷
地
内
に
は
、
空
襲
に

よ
る
破
壊
を
免
れ
た
建
物
が
今
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
た
ち
は
、
爆
撃

の
痕
跡
が
残
る
原
料
置
場
や
火
薬
庫
、

防
空
壕
な
ど
を
巡
り
、
熱
心
に
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
平
和
の
尊

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
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Camera Report カメラ・リポート C
am

era  　

R
eport
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ラ
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ポ
ー
ト

街
まち
町

月

 22日

全
国
高
校
駅
伝
大
会
で

豊
川
勢
が
大
健
闘

12

　

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
、

京
都
市
の
西
京
極
陸
上
競
技
場
を
発
着

点
に
行
わ
れ
、
県
代
表
と
し
て
、
女
子

は
豊
川
高
校
が
、
男
子
は
豊
川
工
業
高

校
が
出
場
し
ま
し
た
。
と
も
に
、
師
走

の
都
大
路
を
全
力
で
駆
け
抜
け
、
豊
川

高
校
は
歴
代
二
位
の
好
記
録
で
史
上
最

多
四
回
目
の
優
勝
、
豊
川
工
業
高
校
は

十
七
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

二
十
四
日
に
は
、
豊
川
稲
荷
の
門
前

で
優
勝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
多
く
の

方
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

8 ー広報とよかわ



Hello!
いきいき広場

People
ハ ロ ー ピ ー プ ル
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私
の
健
康
の
ひ
け
つ
は
、
仕

事
の
合
間
に
行
う
肩
や
腰
な
ど

の
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
で
す
。
ス

ト
レ
ッ
チ
を
す
る
と
、
リ
ン
パ

な
ど
の
体
液
の
循
環
が
良
く
な

る
こ
と
で
新
陳
代
謝
が
上
が

り
、体
の
凝
り
も
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

　

私
の
活
力
に
つ
な
が
る
も
う

一
つ
の
ひ
け
つ
は
、
地
元
の
有

志
が
集
う
「
ラ
テ
ン
音
楽
を
楽

し
む
会
」
に
参
加
す
る
こ
と
で

す
。
私
が
ラ
テ
ン
音
楽
を
好
む

よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

近
所
の
方
か
ら
敬
老
会
の
催
し

物
で
何
か
良
い
余
興
は
な
い
か

と
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と

で
し
た
。
仲
間
と
一
緒
に
歌
詞

を
訳
し
て
曲
の
背
景
を
味
わ
っ

た
り
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
歌
詞
に

ル
ビ
を
つ
け
た
り
し
て
、
な
ん

と
か
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
ギ
タ
ー
を
弾
け

る
人
や
ボ
ン
ゴ
を
た
た
け
る
人

も
メ
ン
バ
ー
に
入
り
、
今
で

は
「
メ
キ
シ
カ
ン
サ
ウ
ン
ズ
い

ち
の
み
や
」
と
名
乗
り
、
年
一

回
の
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
敬
老
会
の
他
に
も
、
依
頼

さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
観

客
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
グ
ル
ー
プ
に
な
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
私
に
と

っ
て
、
練
習
日
に
集
ま
る
仲
間

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

一
番
の
体
に
良
い
こ
と
で
す
。

私
の
健
康
の
ひ
け
つ
は

ラ
テ
ン
音
楽
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
す とよかわ健康づくり計画「健幸家族」

一宮町
伊藤実朗さん
（45歳）

心
の
病
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す

　

メ
ン
タ
ル
ネ
ッ
ト
と
よ
か
わ

は
、
主
に
心
の
病
に
よ
る
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
の
生
活
と

就
労
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
市
内
で
就
労
継

続
支
援
事
業
所
を
三
カ
所
、
地

れ
て
お
り
、
鉄
道
駅
の
通
路
、

商
業
ビ
ル
、
市
内
の
老
人
施
設

の
清
掃
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
就
労
訓
練
の

場
と
し
て
、
手
作
り
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
店
を
運
営
し
て
い
る
事
業

所
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

の
風
景
」
と
題
し
た
講
演
会
や

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

就
労
継
続
支
援
事
業
所
で

は
、
福
祉
的
な
就
労
の
場
の
提

供
と
就
労
の
た
め
の
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
施
設

外
で
の
就
労
訓
練
に
も
力
を
入

域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、

相
談
支
援
事
業

所
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域

の
方
に
心
の
健

康
へ
の
関
心
と

障
害
を
持
つ
人

へ
の
理
解
を
持

っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、「
心

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し

い
季
節
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の
製
造

と
販
売
を
通
し
て
、
就
労
の
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
心

の
病
な
ど
が
あ
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団体名：メンタルネットとよかわ
代表者：岩附佑治
ＴＥＬ：85－1710
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　「ハイポーズ！」と、い
つもかわいいポーズで決め
てくれるあのんちゃん。こ
れからも笑顔いっぱい、す
くすく大きくなってね。

阿
あ

音
のん

ちゃん 
平成23年10月８日生まれ
宮道孝典・英里さんの長女

　弟思いの優しいまさとら
お兄ちゃん。
　これからも元気でけんか
せずに、兄弟仲良く遊んで
ね。

政
まさ

虎
とら

くん 
平成22年５月18日生まれ
原拓馬・由以香さんの長男

　

私
は
現
在
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
ス
タ

ッ
フ
を
し
て
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
高
校

時
代
に
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
で
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
の
小
学
生
に
ラ
グ
ビ

ー
を
教
え
る
活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
が
経
験
し
た
ス
ポ
ー

ツ
や
体
力
づ
く
り
の
知
識
を
、
多
く
の
人
の

た
め
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山本貴彦さん（29歳）

豊川小学校
スクールリポーター
６年２組
後藤芽吹さん

き
れ
い
で
思
い
や
り
の
あ
る

仲
の
良
い
学
校
が
自
慢
で
す

書
い
て
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ

パ
を
そ
ろ
え
た
り
、
優
し
い
言

葉
を
掛
け
た
り
す
る
子
を
見
つ

け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
で
思

い
や
り
の
あ
る
仲
の
良
い
学
校

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

豊
川
小
学
校
で
は
、
全
校
で

三
つ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
縦
割

り
班
」
で
は
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
が
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
給
食
を
食
べ
た
り
し
て
い

ま
す
。
普
段
、
遊
ん
で
い
な
い

学
年
の
子
と
過
ご
せ
る
の
で
、

全
校
が
仲
良
く
な
れ
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る

「
ピ
カ
ピ
カ
そ
う
じ
」
で
は
、

掃
除
の
時
間
に
し
ゃ
べ
ら
ず
、

心
も
学
校
も
き
れ
い
に
し
ま

す
。
ピ
カ
ピ
カ
そ
う
じ
を
す
る

と
、本
当
に
す
っ
き
り
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る

「
思
い
や
り
カ
ー
ド
」
で
は
、

児
童
会
が
中
心
と
な
り
、
思
い

や
り
の
あ
る
行
動
を
し
た
人
を
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た
っ
て
は
、
現
役
ガ
イ
ド
に
同
行
し
、

実
際
の
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
楽
し
み
会
や
豊
川
稲
荷
で
の
年

始
の
ご
祈き

祷と
う

に
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
観
光
協
会
（
89
局

２
２
０
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　　

市
で
は
、
菟
足
神
社
が
所
蔵
す
る
国

指
定
重
要
文
化
財
・
大
般
若
経
や
県
指

定
有
形
民
俗
文
化
財
・
祭
礼
古
面
な
ど

を
特
別
公
開
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
課
（
88

局
８
０
３
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で

会
場　

菟
足
神
社

定
員　

30
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

２
月
10
日
（
月
）
午
前
８

時
30
分
か
ら
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。

電
話
で
、
生
涯
学
習
課
へ

内
容　

よ
ら
ま
い
か
ん
や
御
油
の
松
並

木
資
料
館
、
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
の

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
を
経
由
し
て
、
国

府
駅
を
目
指
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ポ
イ

ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
た
め
て
午
後
３
時

ま
で
に
完
歩
す
る
と
、
参
加
賞
が
も
ら

え
ま
す
。
ま
た
、先
着
５
０
０
人
に
は
、

観
光
ル
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
製
グ

ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

そ
の
他　

受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
名
電
赤
坂
駅

で
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
消
費
者
行
政
の
推
進
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
（
89

局
２
１
１
９
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
さ
れ

た
豊
川
市
推
奨
観
光
ル
ー
ト
を
巡
る

「
観
光
ル
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
（
89

局
２
１
４
０
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
11
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

名
電
赤
坂
駅　

観
光
ル
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

２
月
11
日（
火
）

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
で
、
市
が
開

催
す
る
研
修
な
ど
に
参
加
で
き
る
満
20

歳
以
上
の
方

募
集
人
数　

16
人

任
期　

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で

仕
事
内
容　

計
量
な
ど
に
関
す
る
調
査

の
報
告
▽
説
明
会
、
終
了
式
へ
の
出
席

▽
消
費
生
活
講
座
へ
の
出
席

謝
礼　

年
額
１
万
２
千
円
（
予
定
）

申
し
込
み　

２
月
28
日
（
金
）
ま
で
受

け
付
け
。
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
、
商

工
観
光
課
へ

　

観
光
協
会
で
は
、
豊
川
市
を
訪
れ
る

観
光
客
な
ど
を
案
内
す
る
無
償
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
年
末
年
始
を
除
き
、原
則
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
活
動
で

き
る
方
で
、
活
動
日
は
応
相
談
と
な
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
観
光
協
会
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に
あ

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

「
新
版
豊
川
の
歴
史
散
歩
」刊
行
記
念

菟
足
神
社
所
蔵
文
化
財

特
別
公
開
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扱
い
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
移
入
種
を
「
入
れ
な
い
・
捨

て
な
い
・
拡ひ

ろ

げ
な
い
」
を
守
り
、
地
域

の
生
態
系
や
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
移

入
種
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
課
（
89
局

２
１
４
１
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
移
入
種
か
ら
の
被
害
を
予
防
す
る
３

原
則

　

移
入
種
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
に
、

　

近
年
、
そ
の
地
域
に
本
来
生
息
し
て

い
な
い
生
物
が
、人
間
の
活
動
に
伴
い
、

野
生
生
物
と
し
て
定
着
し
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生

物
は
「
移
入
種
」
と
い
わ
れ
、
地
域
本

来
の
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
影
響
し

ま
す
。

　

ま
た
、
移
入
種
の
な
か
で
も
、
特
に

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
生
物
を
「
特

定
外
来
生
物
」
と
い
い
、
そ
の
種
類
や

移
入
種
か
ら
地
域
の
生
態
系
を

守
り
ま
し
ょ
う

任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

③
拡
げ
な
い　

す
で
に
野
外
で
生
息
す

る
移
入
種
を
他
の
地
域
へ
拡
げ
な
い
こ

と
が
必
要
で
す
。
移
入
種
を
他
の
地
域

に
持
ち
込
ん
だ
り
、
植
え
替
え
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
で
は
、
援
助
会
員
（
子
育
て
の
援
助

を
し
た
い
人
）
と
依
頼
会
員
（
子
育
て

の
援
助
を
受
け
た
い
人
）
の
登
録
の
た

め
の
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
86
局
５
０
４
０

番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
４
時
15
分
ま
で

会
場　

市
催
事
場（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）

対
象　

援
助
会
員
＝
市
内
に
在
住
し
、

自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
れ
る
方（
年
齢
・

性
別
・
資
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
）
▽

依
頼
会
員
＝
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま

た
は
在
学
の
方
▽
両
方
会
員
＝
援
助
・

依
頼
を
兼
ね
る
方

申
し
込
み　

２
月
14
日
（
金
）
ま
で
受

け
付
け
。
電
話
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ

そ
の
他　

依
頼
会
員
は
説
明
会
だ
け
で

す
。
援
助
会
員
は
説
明
会
と
講
習
会
の

終
了
後
に
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま

豊川市で問題となっている主な移入種

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
入
れ
な
い　

移
入

種
を
む
や
み
に
地
域

へ
入
れ
な
い
こ
と
が

ま
ず
重
要
で
す
。
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
や
植
樹

の
際
は
、
移
入
種
で

は
な
く
、
そ
の
地
域

に
由
来
す
る
植
物
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

②
捨
て
な
い　

移
入

種
を
飼
育
し
て
い
る

場
合
は
、
絶
対
に
捨

て
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。
最
後
ま
で
責

オオキンケイギクミシシッピアカミミガメ

す
。
会
場
で
は
託
児
も
あ
り
ま
す

 　　

姉
妹
都
市
で
あ
る
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ

市
と
、
友
好
都
市
で
あ
る
無む

錫し
ゃ
く

市
新

区
の
小
・
中
学
生
の
作
品
を
集
め
た
展

覧
会
で
す
。
色
鮮
や
か
な
絵
画
や
書
道

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
な
お
、
第
57
回

豊
川
市
子
ど
も
美
術
展
と
同
時
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
協
働
国
際
課

（
89
局
２
１
５
８
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で

時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
16
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場　

一
宮
生
涯
学
習
会
館

入
場
料　

無
料

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

説
明
会
・
講
習
会
を
開
催

繁殖力が強く、他の植物の
成長を阻害する。

天敵が少なく、在来種に悪
影響を与える。
アライグマ

建造物への進入や農作物へ
の被害を引き起こす。

コイ

天敵が少なく、在来種に悪
影響を与える。

キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
・
無
錫
市
新
区

子
ど
も
作
品
展
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市
民
名
画
劇
場

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時
・
会
場
・
上
映
作
品
・
定
員　

２

月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
と
午
後

１
時
30
分
か
ら
＝
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
館
多

目
的
ホ
ー
ル
＝
「
ガ
ス
燈
」
ジ
ョ
ー
ジ
・

キ
ュ
ー
カ
ー
監
督
、
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ワ

イ
エ
他
出
演
＝
各
回
１
０
０
人
▽
２
月

28
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
＝
音

羽
生
涯
学
習
会
館
会
議
室
２
＝
「
獄
門

帳
」
大
曽
根
辰
保
監
督
、
鶴
田
浩
二
他

出
演
＝
50
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込

み　

当
日
、
会
場
へ

親
子
ふ
れ
あ
い
工
房 

リ
リ
ア
ン
編
み
で
遊
ぼ
う
！

豊
川
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
88
局
８
０
３
５
番

　

手
作
り
の
道
具
を
使
っ
て
、
リ
リ
ア

ン
編
み
で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
会
場　

一
宮
生
涯
学
習

会
館
▼
対
象　

小
学
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員　

15
組

（
１
組
２
人
ま
で
）
▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

２
月
６
日
（
木
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
、先
着
順
に
受
け
付
け
。

電
話
で
、
豊
川
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ

ひ
な
ま
つ
り
図
書
展

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

期
間　

２
月
４
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で

（
休
館
日
を
除
く
）
▼
会
場　

中
央
図

書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー
▼
内
容　

ひ
な
ま

つ
り
に
関
す
る
児
童
書
の
展
示
と
貸
し

出
し第

12
回
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム

フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
事
務
局（
豊
橋
市
役
所
内
）

☎〈
０
５
３
２
〉51
局
２
４
７
５
番

期
日　

２
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

▼
場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
豊
橋
店

（
豊
橋
市
藤
沢
町
）
▼
内
容　

東
三
河

で
生
産
さ
れ
て
い
る
花
の
展
示
お
よ
び

即
売
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

図
書
館
で
使
わ
な
く
な
っ
た
本
な
ど

を
無
償
で
提
供
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
を
休
館
日
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
の
間
で
30

分
ず
つ
16
回
▼
会
場　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス

館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
定
員　

各
回
50
人

▼
整
理
券　

当
日
、
午
前
９
時
か
ら
中

央
図
書
館
玄
関
前
で
、
先
着
順
に
配
布

（
１
人
１
枚
ま
で
。
時
間
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
）
▼
そ
の
他　

一
般
書
、
児
童

書
は
1
人
10
冊
ま
で
、
雑
誌
は
1
人
５

冊
ま
で
。
本
を
持
ち
帰
る
袋
を
ご
用
意

く
だ
さ
い

図
書
館
の
催
し

◦会場：おはなしのへや ◦定員：100人
◦会費：無料 ◦申し込み：当日、会場へ

◦会場：児童コーナー
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

御津図書館
☎56–3538

◦会場：児童コーナー
◦定員：20人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

小坂井図書館
☎72–2169

絵本となかよしの会
２月５日（水）
午前10時30分〜11時30分
0〜3歳児向けの絵本の読み聞かせなど

はっぴーたいむ
２月16日（日）
午前11時〜11時30分
絵本の読み聞かせなど

大きなかぶの会
２月６日（木）
午前10時30分〜11時
乳幼児向けのおはなし会

おはなしのとびら
２月13日（木）
午前10時30分〜11時
絵本の読み聞かせとパネルシアターなど

おはなしぺープサート
２月９日（日）
午前10時30分〜11時
童話や昔話などのペープサート

おやこおはなしの会
２月２日（日）・15日（土）
午前10時30分〜11時
すばなしと絵本の読み聞かせなど

Rainbow Redading
２月16日（日）
午前９時45分〜10時30分
英語の本の読み聞かせや英語の歌など

中央図書館
２月２日㈰～16日㈰

☎85–5536
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14 ー広報とよかわ

小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
方
▼
定
員　

80
人
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み　

２
月
13
日
（
木
）
ま
で
、
先
着
順
に
受

け
付
け
。
電
話
で
、
愛
知
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
東
三
河
支
部
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

（〈
０
５
３
２
〉
63
局
３
１
１
３
番
）
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す

子
ど
も
も
の
づ
く
り
教
室

豊
川
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
88
局
８
０
３
５
番

　

豊
川
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
に
よ
る

も
の
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
15
日
（
土
）、
３
月
15
日

世
界
の
料
理
教
室

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉

会
館
▼
内
容　

ラ
ク
レ
ッ
ト
な
ど
ス
イ

ス
の
家
庭
料
理
を
作
り
ま
す
▼
講
師　

片
桐
早
苗
さ
ん
▼
対
象　

15
歳
以
上
の

方
（
中
学
生
を
除
く
。
小
学
生
以
下
の

同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
）
▼
定
員　

30
人

▼
受
講
料　

一
般
＝
８
０
０
円
▽
会
員

＝
６
０
０
円
▼
申
し
込
み　

２
月
20
日

（
木
）
ま
で
受
け
付
け
。
電
話
で
、
国

際
交
流
協
会
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

ス
ペ
イ
ン
っ
て
ど
ん
な
国

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

　

ス
ペ
イ
ン
の
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
か

（
土
）
の
午
前
９
時
15
分
か
ら
正
午
ま

で
▼
会
場　

プ
リ
オ
生
涯
学
習
会
館

（
プ
リ
オ
ビ
ル
４
階
）
▼
内
容　

モ
ー

タ
ー
で
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
▼
対
象　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
▼
定
員

　

各
回
32
人
▼
会
費　

無
料
（
材
料
費

と
し
て
５
０
０
円
が
別
に
必
要
）
▼
申

ら
４
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館

▼
講
師　

サ
ル
ボ
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん

▼
定
員　

60
人
▼
受
講
料　

一
般
＝

５
０
０
円
▽
会
員
＝
３
０
０
円
▼
申
し

込
み　

２
月
６
日
（
木
）
か
ら
、
先
着

順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、
国
際
交
流

協
会
へ

ひ
な
人
形
作
り

三
河
天
平
の
里
資
料
館
☎
88
局
５
８
８
１
番

　

荷
造
り
ひ
も
と
和
紙
を
使
っ
て
ひ
な

人
形
を
作
り
ま
す
。

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
会
場　

三
河
天
平
の
里

資
料
館
▼
対
象　

小
学
生
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員　

15

人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

２
月

１
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、
先
着
順

に
受
け
付
け
。
電
話
で
、
三
河
天
平
の

里
資
料
館
へ

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

愛
知
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
東
三
河
支
部

☎〈
０
５
３
２
〉64
局
７
７
７
７
番

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉

会
館
▼
内
容　

社
会
保
険
労
務
士
・
鈴

木
久
子
さ
ん
に
よ
る
「
定
年
後
の
不
安

解
消
～
知
っ
て
得
す
る
年
金
・
雇
用
・

保
険
・
税
金
の
知
識
！
」
と
題
し
た
講

義
▼
対
象　

お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
中

日
時　

２
月
15
日
（
土
）、
３
月
15

Ｂ - 1グランプリin 豊川実行委員会事務局（89－2262）

　昨年の４月、市内の小学校から「Ｂ‐１グランプ
リのお手伝いがしたい」というお話がありました。
出展団体と市内の小学生が交流できるような事業を
検討した結果、市内の小学校の子どもたちが各出展
団体について学習し、応援メッセージを書いたのぼ
り旗をプレゼントすることになりました。
　子どもたちが作ったのぼり旗は出展団体からとて
も喜ばれ、ブースの前に立てられたり、パレードで
活用されたりしました。また、子どもたちも自分の
学校の担当した団体へ応援に行ったり、料理を食べ
たりするなど、出展団体に関心を持ってくれました。
さらに、出展団体の地元の小学校と交流を始めた学
校もあります。これをきっかけに交流の輪が広がり、
Ｂ‐１グランプリ以降もつながっていくことを願っ
ています。

◦Ｂ‐１から広がる交流の輪

14

し
込
み　

２
月

５
日
（
水
）
午

前
８
時
30
分
か

ら
、
先
着
順
に

受
け
付
け
。
電

話
で
、
豊
川
市

子
ど
も
セ
ン
タ

ー
へ
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拉
致
問
題
の
全
体
像
と
解
決
策　

豊
川

人
権
交
通
防
犯
課
☎
89
局
２
１
４
９
番

日
時　

２
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館
大
研
修
ホ

ー
ル
▼
講
師　

拓
殖
大
学
教
授
・
荒
木

和
博
さ
ん
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害

者
家
族
連
絡
会
事
務
局
長
・
増
元
照
明

さ
ん
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ
▼
そ
の
他　

詳
細
に
つ

い
て
は
、ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
豊
川（
０
９
０

－

３
４
８
０

－

６
６
０
１
）
へ
、
お
問

ム
代
と
し
て
２
千
円
程
度
が
別
に
必

要
）
▼
申
し
込
み　

２
月
16
日
（
日
）・

23
日
（
日
）
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま

で
受
け
付
け
。
保
護
者
が
受
講
料
と
印

鑑
を
お
持
ち
の
上
、
三
上
緑
地
へ

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

豊
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ（
沼
）

☎
84
局
１
７
１
９
番

　

踊
り
の
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
な
ど
を
練

習
し
ま
す
。

日
時　

２
月
９
日
・
16
日
・
23
日
の
日

曜
日
で
全
３
回
。
午
後
６
時
45
分
か
ら

８
時
45
分
ま
で
▼
会
場　

総
合
体
育
館

▼
曲
目　

ア
ポ
ン
ア
・
サ
マ
ー
ズ
デ
イ

他
▼
定
員　

30
人
▼
受
講
料　

無
料
▼

持
ち
物　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
▼

申
し
込
み　

電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
84
局
１
７
１
９
番
）
で
、
豊
川
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
へ
▼
そ
の
他　

農
村
舞
台
め
ぐ
り

生
涯
学
習
課
☎
88
局
８
０
３
５
番

　

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
村
舞

台
を
バ
ス
で
見
学
し
ま
す
。

日
時　

３
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
▼
見
学
先

　

赤
坂
の
舞
台
、岩
倉
神
社
の
舞
台（
豊

田
市
中
金
町
）、六
所
神
社
の
舞
台
（
豊

田
市
坂
上
町
）
▼
集
合
場
所
・
時
間　

音
羽
支
所
正
面
玄
関
＝
午
前
10
時
30
分

▼
定
員　

20
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
持
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サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル（
前
期
）

豊
川
サ
ッ
カ
ー
協
会（
今
泉
）

☎
０
９
０

－

５
８
７
３

－

４
４
２
５

日
時　

４
月
６
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で

の
日
曜
日
で
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

▼
会
場　

三
上
緑
地
▼
対
象　

３
歳
児

か
ら
新
小
学
３
年
生
ま
で
▼
受
講
料　

６
千
円
（
新
小
学
１
年
生
全
員
と
２
年

生
以
上
の
新
規
入
団
者
は
、
ユ
ニ
ホ
ー

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
館
で
は
、
２
月
１
日

（
土
）
か
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

「
キ
ロ
ボ
と
ミ
ラ
タ
」
を
上
映
し
ま
す
。

上
映
時
間　

平
日
＝
午
後
３
時
か
ら
▽

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
10
時
30
分

か
ら
・
午
後
１
時
30
分
か
ら
・
午
後
３

時
か
ら
▼
定
員　

各
回
１
３
７
人
▼
入

場
料　

一
般
＝
３
０
０
円
▽
65
歳
以
上

＝
１
５
０
円
▽
小
・
中
学
生
＝
１
０
０

円
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ
▼
そ

の
他　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
10

時
30
分
か
ら
は
、
市
制
施
行
70
周
年
記

念
番
組
を
上
映

in

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と

チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
交
流
大
会

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
88
局
８
０
３
６
番

日
時　

３
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
▼
会
場　

御
津
体
育
館
▼
対
象　

市

内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
小
学
生
以

上
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

２

月
20
日
（
木
）
ま
で
受
け
付
け
。
５
人

以
上
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
課
（
音
羽

庁
舎
２
階
）、
ま
た
は
総
合
体
育
館
へ

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

　

外
国
人
へ
の
日
本
語
指
導
の
た
め
の

講
座
で
す
。

日
時　

２
月
16
日
・
23
日
、
３
月
２
日

の
日
曜
日
で
全
３
回
。
午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

音
羽
文
化
ホ

ー
ル
▼
内
容　

日
本
語
の
教
え
方
の
ポ

イ
ン
ト
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
の

伝
え
方
な
ど
▼
定
員　

30
人
▼
受
講
料

　

一
般
＝
５
０
０
円
▽
会
員
＝
無
料
▼

申
し
込
み　

２
月
５
日
（
水
）
か
ら
、

先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、
国
際

交
流
協
会
へ

ち
物　

昼
食
▼

申
し
込
み　

２

月
13
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分

か
ら
、
先
着
順

に
受
け
付
け
。

電
話
で
、
生
涯

学
習
課
へ
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　豊川サッカー少年団では、平成 26 年度の新入団員を募
集します。そこで、入団説明会を下表のとおり行います。
新小学１年生から６年生までで入団を希望されるお子さん
の保護者の方は、印鑑をお持ちの上、必ず、出席してくだ
さい。

豊川サッカー少年団の団員を募集
豊川サッカー協会（小玉）☎89－7877

団	名 対　象 日　時 会　場 代表者
南　部 南部中学校区の

小学生
２月15日(土) 
午前10時から 牛久保小校庭 伊東昌彦

89－2538

御津ＳＳ 御津中学校区の
小学生

２月16日(日)  
午前10時から 御津中校庭 関口龍一

76－4055

東　部 東部中学校区の
小学生

２月16日(日) 
東部小体育館 井上靖光

090－8679－3949２月23日(日) 
両日とも午前10時から

北　部 金屋中学校区の
小学生

２月16日(日) 金屋小校庭
掘　修久
090－2616－1027

２月23日(日) 三蔵子小校庭
両日とも午前10時から。どちらかの
会場に出席してください

一　宮 一宮中学校区の
小学生

２月22日(土)  
午前10時から

金沢グラウンド
（金沢橋下流）

能勢　勉
93－2586

おとわ 音羽中学校区の
小学生

２月22日(土)  
午前11時から 赤坂小校庭 関森信晃

88－6613

北西部 中部中学校区の
小学生

２月 23日(日)  
午前９時から 八南小校庭 佐屋祐司

85－3270

西　部 西部中学校区の
小学生

２月23日（日） 
午前10時から 国府小体育館 白井義之

88－7814

中　部 代田中学校区の
小学生

２月23日(日)  
午前10時から 代田小校庭 佐野明人

090－3932－0120

小坂井ＦＣ 小坂井中学校区の
小学生

２月23日（日）
午前10時から 新池公園 孫　勇一

090－1830－2030

２
月
は「
家
庭
の
日
」運
動
強
調
月
間

生
涯
学
習
課
☎
88
局
８
０
３
５
番

　

市
で
は
、「
親
と
子
の 

対
話
が
つ
く

る 

よ
い
家
庭
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

明
る
く
楽
し
い
家
庭
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
月
第
３
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
２
月
を
「
家
庭
の
日
」
運
動

強
調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
家
庭
」
は
、
か
け
が
え
の
な
い
生

活
の
基
盤
で
あ
り
、
家
族
が
お
互
い
の

心
の
触
れ
合
い
と
連
帯
感
を
深
め
、
子

ど
も
が
人
間
と
し
て
の
生
き
方
の
基
本

を
学
ぶ
最
も
た
い
せ
つ
な
教
育
の
場
で

す
。
家
庭
が
担
う
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
高
め
、
家
族
全
員
が
明
る

く
、
楽
し
く
、
ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し

た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

「
家
庭
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
家
庭

や
地
域
社
会
で
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

農
薬
な
ど
の
薬
品
の
入
っ
た 

び
ん
の
処
分
に
つ
い
て

清
掃
事
業
課
☎
89
局
２
１
６
６
番

　

農
薬
な
ど
の
薬
品
を
他
の
ご
み
と
一

緒
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
と
、

び
ん
が
割
れ
た
場
合
、
ご
み
を
出
し
に

来
た
方
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の

方
、
作
業
す
る
職
員
が
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
薬
な
ど
の
薬
品
は
、
市
で
は
処
理

で
き
ま
せ
ん
。
使
い
切
れ
な
か
っ
た
農

薬
な
ど
の
薬
品
は
、
専
門
の
処
理
業
者

へ
処
分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

西
部
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
88
局
８
０
０
５
番

　

高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

す
た
め
の
講
座
で
す
。

日
時　

３
月
11
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
▼
内
容　
「
高

齢
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
～
転
倒
を

防
ぐ
た
め
に
～
」
と
題
し
た
講
座
▼
会

場　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
定
員　

40

人
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み　

電

話
で
、
西
部
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

市
民
健
康
講
座

市
民
病
院
☎
86
局
１
１
１
１
番

日
時　

２
月
26
日
（
水
）
午
後
２
時
か

ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館

視
聴
覚
室
▼
講
師
・
内
容　

市
民
病
院
・

山
本
貴
子
薬
剤
師
に
よ
る
「
く
す
り
の

は
な
し
～
正
し
く
使
っ
て
上
手
に
お
付

き
あ
い
～
」
と
題
し
た
講
演
▼
定
員 

60
人
▼
受
講
料　

無
料
▼
申
し
込
み　

電
話
で
、市
民
病
院
庶
務
課
へ
。
当
日
、

会
場
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す

あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
豊
橋
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

☎〈
０
５
２
〉２
２
２
局
０
７
０
０
番

　

高
齢
者
に
学
習
の
場
を
提
供
し
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る

た
め
、「
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

豊
橋
」
を
開
講
し
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

末
ま
で
の
間
で
約
30
日
▼
会
場　

豊
橋

市
民
セ
ン
タ
ー
（
豊
橋
市
松
葉
町
）
▼

対
象　

県
内
に
在
住
の
昭
和
29
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
▼
定
員　

文

化
学
科
＝
50
人
▽
健
康
福
祉
学
科
＝
50

人
▼
受
講
料　

年
額
２
万
円
（
予
定
）

▼
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
に
記
入
の

上
、
郵
送
で
、
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
（
〒
460

｜

０
０
０
２
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
２
の

４
の
７
）
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
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合
同
企
業
説
明
会
を
開
催

豊
川
商
工
会
議
所
☎
86
局
４
１
０
１
番

　

豊
川
商
工
会
議
所
で
は
、
大
学
な
ど

の
新
卒
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
と
、

地
域
産
業
の
人
材
確
保
の
促
進
を
図
る

た
め
、
左
表
の
と
お
り
会
社
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
三
河
優
良
企
業
就
職
情

報
誌
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.toyokaw

a-cci.org
）
に
も
就
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な
方
の
財
産
管
理
、遺
産
分
割
手
続
き
、

債
務
整
理
な
ど
の
法
律
行
為
を
伴
う
成

年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

２
月
24
日
（
月
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

ウ
ィ

ズ
豊
川
▼
対
象　

市
内
に
在
住
の
方
▼

定
員　

４
人
▼
申
し
込
み　

２
月
６
日

（
木
）
か
ら
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。

電
話
で
、
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

国
民
健
康
保
険
料
の 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
年
金
課
☎
89
局
２
１
１
８
番

　

病
気
や
け
が
を
し
て
も
、
安
心
し
て

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
民
健
康

保
険
が
医
療
費
の
多
く
を
負
担
し
て
い

ま
す
。
そ
の
財
源
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

保
険
料
が
た
い
せ
つ
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
人
と
の
負

担
の
公
平
を
欠
く
ば
か
り
か
、
国
民
健

康
保
険
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
期
日
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
申
し
込

み
手
続
き
は
、
市
内
に
あ
る
各
金
融
機

関
の
本
・
支
店
、
ま
た
は
郵
便
局
で
で

き
ま
す
。
保
険
料
の
納
入
通
知
書
ま
た

は
領
収
書
、
通
帳
と
そ
の
通
帳
の
届
出

　広報「とよかわ」では、紙面に登場していただ
ける方や表紙の写真を募集しています。
　詳細については、お問い合わせください。
◎青春スマイルトーク　趣味・スポーツ・地域活
動などに取り組んでいる、市内在住の 10 代後半
から 20 代までの方を紹介します
◎わんぱくショット　市内在住の未就学児の写真
に、メッセージを添えて紹介します
◎表紙　市内で撮影したイベントや家族の触れ合
いなどの季節感のある写真に、メッセージを添え
て掲載します

広報「とよかわ」に
登場してみませんか
秘書課☎89ー2121

け
出
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
主
な

場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

❶
退
職
ま
た
は
配
偶
者
（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
）
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
と
き
は
、
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。
保
険
年
金
課
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
❷
就
職
し
て
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
は
、

第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
就
職

先
の
事
業
主
が
手
続
き
を
し
ま
す
❸
婚

姻
、退
職
な
ど
で
配
偶
者
（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に
扶

養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
第

３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
配
偶
者

が
勤
務
し
て
い
る
事
業
主
に
届
け
出
を

し
ま
す

日時 会場 内容
２月14日（金）
10：00〜16：00

ホテルアソシア豊橋
（豊橋市花田町）

東三河合同企業
説明会

３月 １日（土）
10：00〜15：00 豊川商工会議所 地元企業合同

会社説明会
 ３月18日（火）
10：00〜16：00

ホテルアソシア豊橋
（豊橋市花田町）

東三河合同企業
説明会

４月23日（水）
10：00〜16：00

ホテルアソシア豊橋
（豊橋市花田町）

東三河合同企業
説明会

印
を
お
持
ち
の
上
、
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
記
入
の
際
、
納
税
（
納
付
）

義
務
者
の
欄
に
は
、
必
ず
世
帯
主
の
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

険
料
の
納
付
に
お
困
り
の
際
は
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

保
険
年
金
課
☎
89
局
２
１
７
７
番

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
す
。
就
職
、
退
職
、
婚

姻
な
ど
に
よ
っ
て
、
加
入
す
る
種
別
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
々
に
届

職
情
報
を
掲

示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
３

月
１
日（
土
）

か
ら
、
豊
川

商
工
会
議
所

で
、
採
用
見

込
企
業
情
報

な
ど
の
公
開

を
始
め
ま

す
。司

法
書
士
に
よ
る 

成
年
後
見
制
度
専
門
相
談
会

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
83
局
６
３
７
７
番

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
の
理
由
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
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３月の無料市民相談 お気軽にお越しください。
市民相談室（市役所北庁舎４階）☎89－2104
市民よろず相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
行政よろず相談（電話相談可）毎週木曜日 13：00～16：00
人権よろず相談（電話相談可）毎週火曜日 13：00～16：00
若者就職相談（予約制）

（予約は☎89－2140） 14日 13：00～16：00
消費生活センター（市役所北庁舎４階）☎89－2238
消費生活相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
多重債務相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
プリオ５階市民相談室（プリオビル５階）☎82－1305
法律相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 1・8・15・22・25・29日 13：00～16：00
女性悩みごと相談（電話相談可） 7日 10：00～15：00
登記相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 4・18日 13：00～16：00
測量相談 14日 13：00～16：00
建築相談 28日 13：00～16：00
労働相談（予約制）

（予約は☎89－2140） 13日 13：00～16：00
発明考案相談 6・20日 10：00～12：00
不動産相談 27日 13：00～16：00
若者自立支援相談

（内容などの問い合わせは☎67－3201） 6・20日 13：00～16：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 27日 13：00～16：00
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 25日 13：00～16：00
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 20日 13：00～16：00
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 18日 13：00～16：00

小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 27日 10：00～12：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
御津福祉保健センター☎77－1500（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
心配ごと相談 27日 10：00～12：00
ウィズ豊川☎83－5211（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
内職相談 7・14・28日 10：00～15：00
聴覚障害相談（手話による相談） 11日 13：30～15：30
知的障害者相談 12日 10：00～12：00
障害者就労支援相談（予約制）

（予約は☎65－8511） 13日 10：00～15：00
ふれあいセンター☎88－7270（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
市役所子ども課（本庁舎１階）☎89－2133
ひとり親家庭相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
子育て支援センター（プリオ５階）☎89－1398・市内各保育園
乳幼児
子育て相談

子育て支援センター 毎週月～金曜日 10：00～18：00
各保育園 毎週火・木曜日 10：00～15：00

少年愛護センター（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－5756
家庭児童相談室（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－1329
児童・青少年相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
心理教育相談室「ゆずりは」（予約制）☎88－8033
心理教育相談（勤労福祉会館） 毎週月～金曜日 10：00～17：20
心理教育相談（音羽庁舎４階） 毎週月～木曜日 10：00～17：20
心理教育相談（小坂井庁舎２階）毎週月曜日 10：00～16：50

今
月
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
で
行
け
る
２
つ
の

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る

よ
。

　

１
つ
目
は
赤
塚
山
公
園

の
「
梅
ま
つ
り
」
だ
よ
。

赤
塚
山
公
園
の
梅
園
に
は
、

３
０
０
本
近
い
梅
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
て
、
例
年

２
月
中
旬
か
ら
見
頃
に
な

る
よ
。
寒
い
日
が
続
く
け

ど
、
枝
に
い
ち
早
く
花
を

咲
か
せ
る
梅
は
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

よ
ね
。
ゆ
う
あ
い
の
里
小

坂
井
線
「
ぎ
ょ
ぎ
ょ
ラ
ン

ド
」
バ
ス
停
で
降
り
れ
ば
、

赤
塚
山
公
園
は
す
ぐ
目
の

前
だ
よ
。

　

２
つ
目
は
２
月
11
日
に

開
か
れ
る「
国
府
市
」だ
よ
。

陶
器
市
や
植
木
市
が
立
ち
、

露
店
が
並
び
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
よ
。

名
物
の
厄
除
け
餅
を
食
べ

る
と
夏
病
み
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

豊
川
国
府
線
・
音
羽
線
・

御
津
線
・
御
油
地
区
地
域

路
線
の
「
国
府
駅
」
バ
ス

停
で
降
り
る
と
、
市
が
開

か
れ
て
い
る
通
り
ま
で
徒

歩
５
分
く
ら
い
だ
よ
。

　

梅
ま
つ
り
や
国
府
市
に
、

ぜ
ひ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
乗
っ
て
出
掛
け
て
み

て
ね
。

お
問
い
合
わ
せ
　
人
権

交
通
防
犯
課
（
89
局

２
１
４
９
番
）

路線名
12 月分
乗車
人数

先
月
比

基
幹
路
線

豊川国府線 660 人 扌

千両三上線 967人 扌

ゆうあいの里
小坂井線 759 人 扌

一宮線 749 人 扌

音羽線 658 人 扌

御津線 657人 扌

地
域
路
線

音羽地区 690 人 扌

御津地区 355 人 扌

一宮地区 521人 扌

御油地区 307人 扌

豊川市コミュニティバス利用者数
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ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

２
月
10
日

（
月
）
ま
で

■
書
道
の
部

搬
入　

２
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

２
月
17
日

（
月
）
ま
で

■
陶
芸
の
部

搬
入　

３
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

２
月
24
日

（
月
）
ま
で

■
絵
画
・
彫
刻
の
部

搬
入　

３
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

３
月
３
日

（
月
）
ま
で

　

改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い
る
桜

ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
建
築
工
事
な

ど
の
業
者
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
館
時

期
は
、
平
成
27
年
１
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
施
設
予
約
の
受
付
に
つ
い
て

は
、
条
例
の
制
定
後
に
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
公
園
と
の
共
用
の
駐
車

場
が
一
部
使
用
で
き
な
く
な
る
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
78

局
４
５
８
８
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
78

局
４
５
８
８
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

写
真
の
部
＝
２
月
19
日
か
ら

23
日
ま
で
▽
書
道
の
部
＝
２
月
26
日

か
ら
３
月
２
日
ま
で
▽
陶
芸
の
部
＝

　

３
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
▽
絵
画
・

彫
刻
の
部
＝
３
月
12
日
か
ら
16
日
ま

で
◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
◆
会
場　

文
化
会
館
展
示
室

◆
入
場
料　

無
料

　

部
門
に
よ
っ
て
申
し
込
み
期
間
や
搬

入
日
が
異
な
り
ま
す
。
各
作
品
の
規
格

に
つ
い
て
は
、12
月
１
日
号
の
広
報「
と

よ
か
わ
」
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
項
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

総
合
案
内
所
（
本
庁
舎
１
階
）、
生
涯

学
習
課
（
音
羽
庁
舎
２
階
）、
各
公
民

館
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
写
真
の
部

搬
入　

２
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
か

　

市
で
は
、
今
年
で
49
回
目
と
な
る
豊

川
市
民
展
を
、
２
月
19
日
（
水
）
か
ら

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
展
覧

会
は
15
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
る
公

募
展
で
す
。

　

部
門
は
、「
写
真
の
部
」「
書
道
の
部
」

「
陶
芸
の
部
」「
絵
画
・
彫
刻
の
部
」
が

あ
り
、
１
週
間
ご
と
に
展
示
す
る
部
門

が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
創
作
活
動
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

桜ヶ丘ミュージアムパース図

２
月
19
日（
水
）か
ら

第
49
回
豊
川
市
民
展

出
品
作
品
募
集
中

く
だ
さ
い
。

　

東
三
河
地
区
の
高
校
17
校
の
演
劇
部

に
よ
る
合
同
発
表
会
で
す
。
舞
台
で
演

じ
る
だ
け
で
な
く
、
照
明
な
ど
の
裏
方

も
全
て
高
校
生
が
運
営
し
ま
す
。

◆
期
日
・
時
間　

２
月
８
日
（
土
）
＝

午
前
９
時
55
分
か
ら
▽
２
月
９
日

（
日
）
＝
午
前
９
時
35
分
か
ら
▽
２

月
11
日
（
火
）
＝
午
前
９
時
35
分
か

ら
◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ
先　

御
津
高
校
（
藤
田
☎
75

局
４
１
５
５
番
）

東
三
河
高
校
演
劇

合
同
発
表
会

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

改
修
工
事
の
進
捗
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
写
真
の
部

◎
書
道
の
部

◎
陶
芸
の
部

◎
絵
画
・
彫
刻
の
部
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音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010／御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720
小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
さわやか音楽会 

「ヴァイオリン・クラリネット・ピアノ
によるバレンタインコンサート」

２月13日14：00～ 小坂井文化会館
（フロイデンホール）

500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
小坂井文化会館で前売券を発売中

せせらぎたいむ
「声の魅力・歌の魅力・オペラの魅力」 ２月15日14：00～ 音羽文化ホール

（ウィンディアホール）
500円（お菓子、飲み物付き）、音羽文化ホールで前
売券を発売中

　弘法大師が水の便にめぐまれない村人を助けて
歩くという、いわゆる ｢ 弘法清水 ｣ の伝説は、全
国各地で語られています。旅行く途中で立ち寄っ
た大師が、つえで地面を突くと、そこから清水が
湧き出したというほぼ共通したお話です。
　市内でも、徳城寺と西漸寺に同様の話が伝えら
れています。西漸寺では湧水の勢いが激しくやり

を突くようだっ
たといわれ、「鑓水」
という地名の由来に結び付けられています。
　ダイシとは本来、富を民衆に与えてまわる尊い
来訪神を意味しており、後にそれが弘法大師と考
えられるようになりました。訪れる神をお迎えす
る古い信仰が、この話の背景にあるのでしょう。

徳城寺に伝わる錫杖井戸

弘法清水（豊川西町、大木町）

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
かわいいお地蔵さん にわぜんきゅう ２月１日～28日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
ピティナ ピアノステップ ２月16日10：00～ 音羽文化ホール 無料、ピティナとよかわステーション（河合）☎84－7868
みんなで歌おう 清水歌い隊 ２月16日14：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
異作展 ２月16日～28日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
地元アーティストによるコンサート ２月22日14：00～ 御津文化会館 有料、☎中村090－9265－0773
ティータイム音楽の会「新たな調べ」２月22日14：00～ 小坂井文化会館 500円（要予約）、尾崎☎84－3647
そわかでかわそ 佐中コーコー ２月23日18：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
平成26年豊川稲荷所蔵春季宝物展 ２月25日～4月16日 豊川閣寺宝館 有料、小室翠雲「春風駘蕩」他、豊川閣寺宝館☎85－2030
清韻社（豊川）かな書展 ３月１日～７日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
ほうしんクラブ絵画作品展 ３月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
輪の会民舞のつどい ３月２日10：30～ 御津文化会館 無料、ひばり会（井澤）☎75－2732

第３回こどもとおとなのみんなで
たのしむ音楽会 ３月８日13：30～ 文化会館中ホール 有料、森下☎85－0810

東三河演劇ネットワーク
第２回プロデュース公演「朱雀家の滅亡」

３月８日19：00～
３月９日14：00～ とよはし穂の国芸術劇場 有料、鈴木☎090－7857－5629

ふたりの写真展（片岡・野田） ３月13日～20日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
百華会 木目込人形教室作品展 ３月14日～16日 プリオホール 無料、伊藤☎84－3523
ピアノとマジックショウ 安部つよし ３月15日14：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275

（2月16日〜3月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。



Health 健康

保健コーナー
Hoken Corner

◦保健センター☎89-0610　　◦休日夜間急病診療所☎89-0616　◦消防署☎89-0119
◦豊川市歯科医療センター☎84-7757　◦救急医療情報センター☎（0532）63-1133
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◦保健センター ☎89-0610　　電話番号はよく確かめて

食べ方と栄養の相談

日時　２月 25 日（火）９：30 ～・
10：30 ～ ▼会場　保健センター

▼相談員　管理栄養士 ▼申し込
み　電話で、保健センターへ

はじまりの体操講習会

　「はじまりの体操」で健康づ
くりをしませんか。
日時　２月 20 日（木）・27 日（木）
13：30 ～ 14：30 ▼ 会場　保健
センター ▼持ち物　室内用靴、
飲み物 ▼申し込み　当日、会場
へ

　体内時計が乱れることで高血
圧やメタボなどのあらゆる病気
を引き起こしやすくなります。
体内時計を正しく働かせるため
に、「よい眠り」について学ん
でみませんか。
日時　３月 19 日（水）13：30
～ 15：00 ▼ 会場　勤労福祉会

こころの健康相談「ポラリス」

館 ▼講師・テーマ　滋賀医科大
学睡眠学講座特任教授・宮崎総
一郎医師による「よい眠り３つ
の習慣～体内時計で病気をシャ
ットアウト～」と題した講演 ▼

申し込み　電話で、保健センタ
ーへ。ＦＡＸ（89 － 5960）で
も申し込みできます

睡眠とこころの講演会

一宮総合支所
151

上長山
西原

本宮の湯
ウォーキングセンター

長山駅

健康福祉センター
92-1388   （上長山町本宮下1-1685）

県道豊川新城線

御津福祉保健センター
77-1500    （御津町広石枋ケ坪88）

御津文化会館

御
津
川

豊川市御津支所

愛知御津駅

御津中学校
御津支所

東三河環
状線

為当町市木
為当町新道

御津体育館
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　心の悩みをなんとかしたい方
やその家族の方、一緒に考える
時間を持ちましょう。
日時　２月 24 日（月）13：30
～・14：40 ～ ▽３月 12 日（水）
9：30 ～・10：40 ～（１人１時
間程度） ▼会場　保健センター

▼相談員　保健師など ▼申し込

み　電話で、こころの電話相談
専用電話（95 － 0783）へ



Health 健康

保健コーナー
Hoken Corner
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育児相談
　赤ちゃんのこころを育むスキ
ンシップを学びます。
期日　２月 18 日（火） ▼ 受付
時間　13：15 ～ 13：30 ▼ 会場
　保健センター ▼ 対象　妊娠
中・産後１年未満の方とその家
族 ▼持ち物　母子健康手帳、筆
記用具 ▼申し込み　当日、会場
へ

子育て安心教室（こころ編）

乳幼児健診

受付時間　13：00 ～ 13：30 ▼会場　保健センター ▼申し込み　当
日、会場へ ▼その他　４か月児健診ではブックスタート（絵本の読
み聞かせ）が、１歳６か月児健診ではフッ化物塗布が、３歳児健診
では尿検査があります。２歳児歯科健診でフッ化物塗布の希望者は、
640 円（おつりのいらないように）が必要です

　 ▼母子健康手帳、赤ちゃんノートの健康診査票、筆記具をお忘れなく。
　 ▼受診日の都合が悪い方は、保健センターへご連絡ください。

期　　　日 対　　　象 持　ち　物

４か月児健診

２月 25 日（火）25 年 10 月11日から21 日
までに生まれた子ども

バスタオル３月 ５日（水）25 年 10 月 22 日から 31 日
までに生まれた子ども

３月 18 日（火）25 年 11 月１日から 10 日
までに生まれた子ども

１歳６か月児
健診

２月 26 日（水）24 年８月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ３月  ６日（木）24 年８月 21日から 31 日
までに生まれた子ども

３月 13 日（木）24 年 ９月１日から 10 日
までに生まれた子ども

２歳児歯科健診

２月 27 日（木）23 年 ２月 21日から 29 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ３月 11 日（火）24 年 ３月 １日から 10 日
までに生まれた子ども

３月  19 日（水）24 年 ３月  11 日から 22 日
までに生まれた子ども

３歳児健診

３月 ４日（火）22 年 11 月19 日から 30 日
までに生まれた子ども

・目と耳の検査用紙
（自宅で実施し、受付時
に提出）
・採尿容器（自宅で採尿
し、受付時に提出。容器
は事前に郵送します）

３月 12 日（水）22 年 12 月１日から 10 日
までに生まれた子ども

３月  20 日（木）22 年 12 月  11 日から 20 日
までに生まれた子ども

　期　　日　　　会　　場
２月19日（水） 音羽健康福祉センター
２月24日（月） 保健センター
２月26日（水） 御津福祉保健センター
３月５日（水）　健康福祉センター
３月11日（火）　小坂井生涯学習会館
受付時間　９：30 ～ 10：30 ▼

内容　育児・生活習慣の相談、
体重測定など ▼持ち物　母子健
康手帳、乳児の場合はバスタオ
ル ▼申し込み　当日、会場へ

ママのための体操教室

日時　３月６日から 20 日まで
の毎週木曜日で全３回。10：00
～ 11：00 ▼ 会場　健康福祉セ
ンター ▼対象　平成 25 年７月・
８月に生まれた子どもとその
保護者 ▼ 定員　25 組 ▼ 持ち物
　運動のできる服装、タオル、
飲み物 ▼ 申し込み　２月 13 日

（木）８：30 から、受け付け。
電話で、保健センターへ



　豊川閣妙厳寺は、およそ 570 年前の嘉吉元（1441）年、参州豊川円福の地に創建されたと伝え
られる曹洞宗のお寺です。法堂（本堂）には、この寺の本尊千手観世音菩薩を祭り、本殿には鎮守・
護法の善神である「豊川荼

だ

枳
き

尼
に

眞
し ん

天
て ん

（豊川稲荷）」を祭っているため、「豊川稲荷」と呼ばれています。
　妙厳寺を参拝するにあたり、総門から鐘楼を右手に見ながら、法堂、本殿へと進む際にくぐるの
が山門です。現在境内にある建物は、豊川稲荷信仰の隆盛を背景に、江戸時代末期から戦前ごろに
かけて建立されたものが多いのですが、山門は、
それより以前の天文 5（1536）年に今川義元が
寄進したと伝えられ、現存する妙厳寺の建物の中
では最も古いといわれています。唯一、本瓦ぶき
造りの屋根の形をしており、寛政 5（1792）年
に修理され、更に昭和 29（1954）年にも大修理
が行われました。昨年 11 月には、瓦のふき替え
と耐震補強をしています。
　また、この山門の左右にある阿

あ

吽
う ん

の仁王像は、
昭和 41（1966）年に信者の方から寄進されたも
のです。

豊川閣妙厳寺の山門

※財源確保のため有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合せは直接広告主へ。　　　　　　　　　　　　　　

広　告

あたたかな介護・安心できる生活

　れんげそう　あおいの里

☎（0533）72-2778

●グループホーム ●小規模多機能ホーム

お気軽にご相談ください

●デイサービス
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